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皮膚病理組織診断で困ったと

き，1冊の本で解決しないかと，

まず手に取るのが本書初版でし

た．診断するうえで，鍵となるこ

とが記載されていて，なおかつ非

常に効率的，合理的に構成されて

いるからです．

皮膚科医になって20年余りに

なりますが，皮膚疾患の中で，腫

瘍については随分勉強をおろそか

にしてきたので，告白するといま

だに診断がよくわからないことが

多いのですが，そんな私にとっ

て，本書初版の使いやすいところ

は以下の点です．

①スリムなボディと扱いやす

さ：本書は厚さが17mmです．

非力な女性でも片手でヒョイと持

ち上げて，机の上でも膝の上でも

簡単にページをめくれます．

②辞書感覚で目的の疾患が見

つかる：疾患がアルファベット順

に配列されているので，辞書を引

くような感覚で目的の疾患のペー

ジをすぐに開くことができます．

疾患が見つからないときだけ，索

引を利用すればよい仕組みです．

③厳選された疾患のみ掲載さ

れている：皮膚病理組織学を勉強

するうえで，基本となる肝心な疾

患のみ記載されたコンパクトさが

なんと言ってもありがたい本で

す．1つの疾患について，標本か

ら本書へと何回か繰り返し確認す

ることで，その疾患の特徴が整理

され，確実に診断能力が向上しま

す．

④1疾患，1ページの原則：皮

膚病理組織所見について，重要な

ポイント，エッセンスが，どの疾

患も1ページに収まる範囲で書か

れています．Epidermal cystも

molluscum contagiosumも1ペ

ージを占めるなら，なんとSCC

も1ページに収まっているなん

て，苦手な者にとっては本当にあ

りがたいことです(ちなみにメラ

ノーマと色素性母斑は各々2ペー

ジですが，斎田先生が，ここはそ

れでも削りに削って，やっと2ペ

ージに凝縮されたのであろう，と

想像します)．

さらに本書は「入門」とついて

いますが，皮膚病理の初心者はも

とより，知識の整理をしたい人

や，私のように，苦手分野を何と

かしようという者には，とても使

いやすいガイドになるものと思い

ます．

さて，このように本書初版を愛

用していたところ，このたび(も

う )第2版が出版されたという

ではありませんか．第2版を手に

とってみると，ページ数が40ペ

ージ余り増えているのにもかかわ

らず，厚さは18mmです．疾患

の数は150疾患となり，初版の

112疾患から40ほど増えていま

す．約40疾患増えて，40ページ

増加ということは，各疾患1ペー

ジという原則は，第2版でも踏襲

されていることがすぐにわかりま

す．Epidermal cystも 1ページ，

SCCも1ページのままです．た

だし，SCCとBCCのリスク分類

な ど，新 し い ト ピ ッ ク ス が

Advanced Memoとして加えら

れて，本書は一段と進化し，かつ

深化したものと思えます．

さあ，これからは初版を第2版

に持ち代えて，研修医から教授ま

で，皮膚病理診断に大いに役立て

ようではありませんか．

でも，ちょっと待って．初版の

わずかな余白に貼って，めくれる

ようにした付箋の書き込み，エッ

センス中のエッセンスに引いたア

ンダーラインやマーカーの数々

……ああ，これらを第2版にすべ

て書き写すことになるのでしょう

か⁉
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